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◆第39回くらしと牛乳、牛さんありがとう絵のコンクール
長野県知事賞

新春にあたって ～ 令和七年 年頭メッセージ ～



　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、元
日
か
ら
最
大
震
度
７
の
能

登
半
島
地
震
が
発
生
、そ
の
後
８
月
に
は

東
北
地
方
、９
月
に
は
再
び
能
登
地
方
に

て
豪
雨
災
害
が
発
生
す
る
な
ど
大
き
な
自

然
災
害
が
発
生
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

長
野
県
に
お
い
て
は
、大
き
な
災
害
の
発

生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、局
地
的
な

豪
雨
や
降
雹
の
発
生
、夏
季
の
高
温
は
、

様
々
な
品
目
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

一
方
、ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、イ

ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
情
勢
な
ど
紛
争

の
長
期
化
に
よ
り
、大
幅
な
円
安
、原
油
価

格
の
高
騰
、世
界
的
に
も
イ
ン
フ
レ
が
進

行
し
、生
産
に
必
要
な
肥
料
・
燃
料
は
高
止

ま
り
傾
向
と
な
り
、農
畜
産
物
の
営
農
環

境
は
厳
し
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

６
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
改
正「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」に
お
い
て
は
、Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
約
２
年
半
に
わ
た
る
働
き

か
け
に
よ
り
、法
律
の
基
本
理
念
に「
食
料

安
全
保
障
の
確
保
」
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し

た
。今
後
は
生
産
現
場
に
お
け
る
多
く
の

課
題
に
対
処
す
べ
く
、適
正
な
価
格
形
成

の
実
現
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

の
策
定
や
、各
施
策
の
具
体
化
に
向
け
て
、

引
き
続
き
組
織
を
あ
げ
て
取
組
み
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

　

長
野
県
本
部
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
も
県
本
部
総
合
経
営
管
理
制
の
堅
持

の
基
本
を
ふ
ま
え
、会
員
Ｊ
Ａ
と
の
一
体

的
な
事
業
運
営
を
進
め
、運
営
委
員
会
会

長
と
し
て
、引
き
続
き
健
全
な
事
業
運
営

と
長
野
県
農
業
の
発
展
に
尽
力
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　　

本
年
は「
２
０
２
５
～
２
０
２
７
Ｊ
Ａ

長
野
県
３
ヵ
年
計
画
」「
県
本
部
中
期
事
業

計
画（
令
和
７
～
９
年
度
）」
の
ス
タ
ー
ト

の
年
と
な
り
ま
す
。こ
の
中
で
は
、①
持
続

的
な
農
業
生
産
基
盤
づ
く
り
に
よ
る
農
業

生
産
量
の
維
持
・
拡
大
、②
販
売
力
強
化
と

コ
ス
ト
低
減
に
よ
る
農
家
組
合
員
の
手
取

り
最
大
化
、③
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の
収
支
改

善
と
活
気
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
基
本

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
販
売
力
強
化
と
コ
ス
ト
低
減
に
つ

い
て
は
、「
適
正
な
価
格
形
成
」の
た
め
、メ

デ
ィ
ア
媒
体
を
使
用
し
た
Ｐ
Ｒ
、個
別
取

引
先
と
の
交
渉
、「
国
消
国
産
」の
組
織
的

取
組
み
な
ど
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、消

費
側
の
理
解
醸
成
を
進
め
ま
す
。　

　

ま
た
、物
流
や
資
材
コ
ス
ト
低
減
に
努

め
、Ｊ
Ａ
組
合
員
の
手
取
り
向
上
に
努
め

て
参
り
ま
す
。　
　

　

そ
の
他
、３
部
連
携
を
通
じ
た
担
い
手

支
援
強
化
や
、農
業
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
生
産

基
盤
強
化
に
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

本
年
は「
巳
年
」
で
す
。巳
年
は
こ
れ
ま

で
努
力
し
て
き
た
こ
と
が
実
を
結
び
は
じ

め
る
年
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、蛇

は
脱
皮
を
す
る
こ
と
か
ら
、新
た
な
挑
戦

や
変
化
に
前
向
き
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
改
正
や

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
な
ど
に
よ

り
日
本
農
業
は
大
き
な
転
換
期
に
あ
り
ま

す
。全
農
長
野
県
本
部
は
今
ま
で
培
っ
て

き
ま
し
た
経
験
を
糧
に
さ
ら
に
成
長
し
、

ま
た
新
た
な
時
代
の
幕
開
け
と
し
て
Ａ
Ｉ

や
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の

普
及
な
ど
新
た
な
改
革
や
課
題
に
も
果
敢

に
挑
戦
し
て
参
り
ま
す
。

　　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、組
合
員
を
は
じ

め
地
域
の
皆
様
が
ご
健
勝
で
、災
害
の
な

い
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
、新
春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
長
野
県
本
部

運
営
委
員
会
会
長　

神
農　

佳
人

新
春
に
あ
た
って　

 　

～ 

令
和
七
年 

年
頭
メッ
セ
ー
ジ 

～



A-Policy

重点事業方針

■
段
ボ
ー
ル
配
送

　

段
ボ
ー
ル
納
品
体
制
は
2
階
上
げ
や
高

積
み
、
納
品
場
所
の
整
理
な
ど
の
荷
役
作

業
に
よ
る
長
時
間
拘
束
、
納
品
日
・
時
間

指
定
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
々

配
送
コ
ス
ト
が
増
大
し
、
段
ボ
ー
ル
価
格

が
上
昇
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
包
装

資
材
課
で
は
課
題
と
解
決
策
の
周
知
を
目

的
に
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
Ｊ
Ａ
・
生
産
者
へ

の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
余
裕
を

持
っ
た
注
文
、
倉
庫
内
の
整
理
整
頓
な
ど
改

善
に
向
け
て
協
力
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

■
青
果
物
輸
送

　

青
果
物
輸
送
で

は
荷
物
の
手
積

み
・
手
降
ろ
し
の

荷
役
作
業
に
よ
る

長
時
間
拘
束
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
問

題
の
解
決
策
の
ひ

と
つ
が
パ
レ
ッ
ト

を
使
用
し
た
輸
送

で
す
。

　

長
野
県
内
の
青
果
物
輸
送
で
は
主
に
12
型

パ
レ
ッ
ト
（
1
2
0
0

㎜
×
1
0
0
0
㎜
）
を

使
用
し
て
お
り
、
段

ボ
ー
ル
規
格
も
多
く
は

そ
れ
に
合
わ
せ
た
サ
イ

ズ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
物
流
業
界
全
体

で
は
11
型
パ
レ
ッ
ト

（
1
1
0
0
㎜

×

1
1
0
0
㎜
）
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
現

行
の
段
ボ
ー
ル
を
11
型

パ
レ
ッ
ト
に
積
載
す
る

と
積
載
効
率
が
悪
く

な
っ
て
し
ま
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を

解
決
す
る
た
め
に
包
装

資
材
課
で
は
11
型
パ

レ
ッ
ト
に
適
合
し
た
段

ボ
ー
ル
規
格
の
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
野
菜
5
品

目
、
き
の
こ
1
品
目
、
果
実
2
品
目
、
花
1

品
目
で
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
サ
イ
ズ
に

加
え
、
入
数
や
作
業
性
、
パ
レ
ッ
ト
へ
の
積

み
方
な
ど
課
題
は
多
数
あ
り
ま
す
が
、
長
野

県
青
果
物
の
安
定
輸
送
に
向
け
て
、
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

11型パレットへの積載試験

包装資材課

生
産
購
買
部 

包
装
資
材
課
の
取
組
み

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
包
装
資
材
課
で
は
、
物
流
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
様
々
な
取
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
物
流
業
界
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
が
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
2
0
2
4
年

4
月
に
は
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
荷
役
時
の
長
時
間
拘
束
が

時
間
規
制
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
今
ま
で
の
よ
う
な
運
送
が
か
な
わ
な
く
な
っ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
段
ボ
ー
ル
配
送
も
青
果
物
輸
送
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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【
生
産
振
興
部
】

1�

園
芸
情
報
誌
「
信
州
の
そ
菜
」「
信
州
の

果
実
」
電
子
版
ス
タ
ー
ト

　
「
信
州
の
そ
菜
」「
信
州
の
果
実
」
は
、
長

野
県
農
政
関
係
者
、
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
等
に

よ
る
寄
稿
を
中
心
と
し
た
園
芸
情
報
専
門
誌

と
し
て
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
が
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
さ
ら
に
購
読
し
や
す
い
環
境
を
整

え
る
た
め
、
令
和
6
年
7
月
よ
り
電
子
版
の

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
い
つ
で
も
購
読
す
る
こ
と

が
で
き
、
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
機
能
や
記
事
を

保
存
す
る
「
ク
リ
ッ
プ
機
能
」
も
搭
載
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
過
去
5
年
間
の
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
を
購
読
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
今
後
、
長
野
県
唯
一
の
園
芸
情
報
専
門
誌

と
し
て
、
さ
ら
な
る
紙
面
の
充
実
を
図
り
、

購
読
者
の
拡
大
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

※
本
誌
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2�

り
ん
ご
高
密
植
栽
培
に
お
け
る
機
械
化
実

演
会
開
催

　
本
県
の
り
ん
ご
高
密
植
栽
培
の
面
積
は
約

5
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
に
拡
大
し
、
大
規

模
生
産
者
も
増
加
し
て
お
り
、
省
力
化
に
向

け
た
機
械
化
体
系
の
確
立
が
急
が
れ
て
い
ま

す
。

　
今
回
、
り

ん
ご
高
密
植

栽
培
に
お
け

る
機
械
化
体

系
の
確
立
に

向
け
、
ト
ラ

ク
タ
ー
、
草

刈
機
、
肥
料

散
布
機
、
高

所
作
業
機
な

ど
12
機
種
の

仕
様
を
確
認

す
る
実
演
会

を
開
催
し
ま

し
た
。

　
生
産
者
か

ら
は
、「
最
新

の
機
械
を
見

る
こ
と
が
で

き
、
今
ま
で

の
作
業
時
間

が
大
幅
に
短

縮
で
き
る
と

確
信
し
た
」

「
導
入
す
れ

ば
少
人
数
で

も
効
率
的
に
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
う
。
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
導
入
に
対
す
る
関
心

が
高
い
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

作
業
の
効
率
化
、
省
力
化
に
向
け
た
取
組
み

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

【
担
い
手
推
進
セ
ン
タ
ー
】

1
担
い
手
推
進
に
お
け
る
取
組
み

　

令
和
４
年
度
よ
り
「
担
い
手
推
進
セ
ン

タ
ー
」
が
発
足
し
、
生
産
販
売
部
門
、
生
産

購
買
部
門
、
生
産
振
興
部
門
の
部
門
間
連
携

に
よ
り
Ｊ
Ａ
系
統
事
業
の
推
進
、
農
業
生
産

基
盤
の
維
持
・
拡
大
、
生
産
販
売
力
強
化
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
と
本
会
担
い
手
推
進
チ
ー
ム
が
連
携

し
、
担
い
手
へ
の
訪
問
を
行
い
、
栽
培
技
術

や
資
材
提
案
、
課
題
解
決
に
向
け
た
推
進
を

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
担

い
手
の
要
望
等
に
応
え
る
提
案
推
進
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。

【
生
産
販
売
部
】

1
「
青
果
物
・
花
き
取
引
会
議
」
開
催

　
６
月
６
日
㈭
、
長
野
市
内
で
「
令
和
６
年

度　
長
野
県
青
果
物
・
花
き
取
引
会
議
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
取
引
先
か
ら
主
要
卸
売
会

社
23
社
の
代
表
者
、
長
野
県
か
ら
は
阿
部
守

各部の2024年

各部の

トップニュース

3



一
知
事
は
じ
め
農
政
部
関
係
者
、
Ｊ
Ａ
全
農

長
野
の
神
農
佳
人
運
営
委
員
会
会
長
、
千
國

茂
副
会
長
、
長
谷
川
孝
治
県
本
部
長
、
ま
た

県
内
Ｊ
Ａ
組
合
長
な
ど
約
80
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
長
野
県
産
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に
よ
る
農
家

手
取
り
の
向
上
と
、
卸
売
会
社
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
を
目
的
に
、
本
会
か
ら
生

産
販
売
事
業
に
お
け
る
重
点
方
針
の
説
明
と

と
も
に
、
農
家
手
取
り
向
上
に
つ
な
が
る
価

格
転
嫁
を
要
請
し
ま
し
た
。
代
表
卸
売
会
社

4
社
か
ら
は
、

コ
ス
ト
上
昇

に
伴
う
価
格

転
嫁
、
物
流

2
0
2
4
年

問
題
や
青

果
・
花
き
業

界
に
お
け
る

Ｄ
Ｘ
化
の
動

向
に
つ
い
て

提
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

2
更
な
る
販
売
促
進
強
化

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
5
類
に

移
行
さ
れ
て
か
ら
2
シ
ー
ズ
ン
目
と
な
り
、

宣
伝
活
動
を
さ
ら
に
強
力
に
推
し
進
め
ま
し

た
。

　
今
年
度
は
2
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
Ｊ
Ｒ
長

野
駅
ビ
ル「
F
r
u
i
t 

C
o
m
p
a
n
y
」

と
連
携
し
、「
7
月
2
日
夏
の
長
野
県
産
レ

タ
ス
の
日
」「
シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ
」「
ぶ
ど
う
三

姉
妹
Ⓡ
」（
9
月
23
日
長
野
県
ぶ
ど
う
の
日
）

「
り
ん
ご
三
兄
弟
Ⓡ
」「
11
月
11
日
長
野
県
き

の
こ
の
日
」「
11
月
22
日
長
野
県
り
ん
ご
の

日
」
な
ど
の
販
売
促
進
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、

地
元
客
だ
け
で
な
く
、
観
光
客
や
帰
省
客
、

訪
日
外
国
人
観
光
客
な
ど
へ
本
県
産
青
果
物

を
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
本
年
度
よ
り
新

た
に
制
定
し
た

「
夏
の
長
野
県

産
レ
タ
ス
の

日
」
で
は
、
こ

の
日
を
中
心
に

長
野
県
産
夏
野

菜
の
販
促
重
点

月
間
と
し
て
、

店
頭
宣
伝
会
だ
け
で
な
く
メ
デ
ィ
ア
や
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
多
角
的
な
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
本
県
産
の
野
菜
や
き
の
こ
の
魅

力
を
伝
え
る
た
め
新
た
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

ア
カ
ウ
ン
ト「
vege_m
ush_nagano」

を
立
ち
上
げ
、6
シ
ー
ズ
ン
目
を
迎
え
た「
パ

シ
ャ
フ
ル
！
」
と
合
わ
せ
て
S
N
S
に
よ
る

宣
伝
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

3
Ｄ
Ｘ
化
の
取
組
み
加
速

　
全
農
長
野
が
取
り
組
ん
で
い
る
農
業
生
産

管
理
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム「
ア
グ
リ
プ

ラ
ッ
ト
」
の
う
ち
、「
青
果
物
販
売
管
理
シ

ス
テ
ム
」
が
一
部
稼
働
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
青
果
物
の
集
出
荷
販
売
を

生
産
者
か
ら
卸
売
会
社
ま
で
一
気
通
貫
で
つ

な
ぐ
シ
ス
テ
ム
で
、
生
産
者
は
出
荷
量
を
報

告
し
、
卸
売
会
社
が
予
約
注
文
入
力
を
行
い
、

こ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
Ｊ
Ａ
が
荷
受
、
分
荷
、

出
荷
業
務
を
行
う
こ
と
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
業
務
効
率
化
を
進
め
、
情
報
提
供
の
迅

速
化
、
精
度
向
上
に
よ
る
販
売
強
化
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
本
年
は
卸
売
会
社
の
予
約

注
文
入
力
機
能
が
稼
働
し
、
順
次
、
機
能
追

加
を
行
い
な
が
ら
物
流
2
0
2
4
年
問
題
や

人
口
減
に
よ
る
人
手
不
足
に
対
応
で
き
る
シ

ス
テ
ム
構
築
を
行
い
ま
す
。

【
生
産
購
買
部
】

1�

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
強
い
味
方
！

　

�

肥
料
農
薬
カ
タ
ロ
グ
の
リ
リ
ー
ス
開
始

　
昨
今
、
長
野
県
内
の
Ｊ
Ａ
で
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

上
で
注
文
サ
イ
ト
を
稼
働
さ
せ
、
農
家
・
組

合
員
の
利
便
性
向
上
を
図
る
動
き
が
活
発
化

し
て
い
ま
す
。
生
産
資
材
課
で
は
、
Ｊ
Ａ
が

Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
商
品
を
登
録
す
る
際
に
整
備
が

必
要
な
商
品
画
像
・
情
報（
全
農
長
野
取
扱

品
目
に
限
る
）
を
提
供
で
き
る
『
肥
料
農
薬

カ
タ
ロ
グ
』
を
9
月
末
に
県
内
Ｊ
Ａ
へ
リ

リ
ー
ス
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
が
必
要

な
商
品
を
検
索
し
、
商
品
画
像
・
情
報
の
ダ

2024年 各部のトップニュース
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ウ
ン
ロ
ー

ド
が
で
き

る
た
め
、

業
務
効
率

化
に
期
待

が
で
き
ま

す
。
新
規

品
目
に
つ

い
て
も
随

時
更
新
を

行
っ
て
い

く
予
定
で

あ
り
、
さ
ら
な
る
Ｊ
Ａ
の
業
務
効
率
化
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
ま
す
。

2�

㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
エ
ー
ル
長
野　

　

管
理
棟
移
転
新
築
工
事
の
完
成
引
渡
し

　
㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
エ
ー
ル
長
野
の
管
理
棟
は

昭
和
57
年
に
建
設
後
、
40
年
以
上
経
過
し
老

朽
化
し
て
お
り
、
配
置
的
に
も
課
題
が
あ
る

た
め
、
今
回
の
管
理
棟
移
転
新
築
工
事
で
敷

地
内
の
場
所
も
移
動
し
ま
し
た
。

　
施
設
住
宅
課
で
は
設
計
管
理
を
行
い
、
鉄

骨
造
２
階
建
、
延
床
面
積
７
７
１
㎡
の
規
模

で
令
和
６
年
４
月
に
着
工
し
、
11
月
８
日
に

完
成
引
渡
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
管
理
棟
の
特
徴
と
し
て
は
、
太
陽

光
発
電
で
自
家
消
費
電
力
を
補
い
、
環
境
に

配
慮
し
た
建
物
と
し
ま
し
た
。
㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ

リ
エ
ー
ル
長
野
で
は
、
今
回
の
建
設
に
あ
わ

せ
て
敷
地
内
を
効
率
的
に
活
用
し
、
農
家
組

合
員
へ
の
肥
料
安
定
供
給
と
事
業
の
発
展
を

目
指
し
て
い
く
予
定
で
す
。

【
畜
産
酪
農
部
】

1
共
励
会
、
共
進
会
を
開
催

　
県
下
生
産
者
の
皆
様
が
丹
精
込
め
て
育
て

あ
げ
た
集
大
成
で
あ
る
質
の
高
い
枝
肉
を
Ｐ

Ｒ
し
、
信
州
産
ブ
ラ
ン
ド
の
販
売
強
化
を
目

的
と
し
て
、
今
年
も
共
励
会
・
共
進
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
生
産
者
や
関
係
者
が
集
ま
り
、

枝
肉
見
学
や
意
見
交
換
を
と
お
し
て
、
改
め

て
飼
養
技
術
の
高
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。

2�

長
野
県
中
央
家
畜
市
場
に
お
け
る
E
B
L

自
主
検
査
結
果
公
表
に
よ
る
市
場
性
向
上

　
購
買
者
が
安
心
し
て
購
買
で
き
る
長
野
県

中
央
家
畜
市
場
を
め
ざ
し
、
令
和
5
年
6
月

市
場
よ
り
、
和
牛
雌
子
牛
の
E
B
L
自
主
検

査
結
果
公
表
を
開
始
し
ま
し
た
。
E
B
L
に

対
し
て
は
有
効
的
な
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
法
が

な
く
、
発
症
す
る
と
全
廃
棄
と
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
か
ら
肥
育
農
家
の
経
済
的
損
失
と
な

り
ま
す
。
今
後
も
、
長
野
県
中
央
家
畜
市
場

開催日 名称 会場

4月15日 第36回信州和牛枝肉共励会 京都食肉市場㈱

ゴールデンウィーク向けの商材手当の場として、高品質な和牛が上場されます。
国際的に人気の観光地である京都や大阪で、きめ細やかで良質な信州産和牛が支持されています。

10月23日 第77回長野県畜産共進会　肉豚の部 ㈱長野県食肉公社

猛暑による飼養管理に細心の注意を払いながら、上等な枝肉が出品されました。
信州ポークの味・肉質は県内量販店や飲食店からも非常に高い評価をいただいています。

11月26日 第77回長野県畜産共進会　和牛肥育の部 大阪市食肉市場㈱

一年で最もにぎわう大阪の師走の台所に向けて優良な和牛を出荷し、その評価を競います。
出品される高品質な和牛は、信州プレミアム牛肉ブランドとして注目され、販売されます。

12月2日 第45回信州和牛（県内産）枝肉共励会 京都食肉市場㈱

生まれも育ちも長野県の和牛が出品される共励会。12月は大阪市場の県共とこの共励会がまさに関西向け
の最重要イベントです。京都市場においては、きめ細やかで芳醇、口どけの良い信州産和牛は、大変高い評
価をいただいております。

12月6日 第77回長野県畜産共進会　交雑牛肥育の部 ㈱長野県食肉公社

県内Ａ・コープ店舗などで「信州アルプス牛入賞牛」として販売されます。すきやきや、鍋物需要の重要な
商材として人気があります。

12月7日 信州和牛松本即売会 ㈱長野県食肉公社

年末商戦の目玉商品として販売される和牛の共進会。県共進会と並んで優秀な和牛が出品され、翌日には長
野県農協直販（株）による展示即売会が開催され、各お取引先に販売します。

肥料農薬カタログ
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の
市
場
性
向
上
に
向
け
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

（
＊
E
B
L
＝
牛
伝
染
性
リ
ン
パ
種
）

3�

絵
の
コ
ン
ク
ー
ル
、
今
年
も
多
数
の
応
募

　
「
第
39
回
く
ら
し
と
牛
乳
、
牛
さ
ん
あ
り

が
と
う
」
絵
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
数
が

2
0
2
1
年
以
降
、
増
え
て
い
ま
す
。
今
年

も
県
内
各
地
の
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校

か
ら
、
昨
年
度
よ
り
多
い
8
2
5
点
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
園
児
・
児
童
が
乳
牛

を
よ
く
観
察
し
て
感
じ
た
ま
ま
画
用
紙
い
っ

ぱ
い
に
描
か
れ
た
絵
は
、
見
て
い
る
大
人
も

元
気
を
も
ら
え
ま
す
。

※
本
誌
表
紙
、
9
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
生
活
部
】

1�

Ｊ
Ａ
う
ち
エ
ネ
ポ
ー
タ
ル
利
用
者
拡
大

中
！

　
燃
料
・
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
で
は
、
令

和
４
年
度
に
独
自
開
発
・
リ
リ
ー
ス
し
た
お

客
様
向
け
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト『
Ｊ
Ａ
う
ち
エ

ネ
ポ
ー
タ
ル
』
の
登
録
拡
大
を
進
め
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
に
お
け
る
目
標
登
録
件
数
を
累

計
１
０
，
0
0
0
件
に
設
定
し
、
新
規
登
録

者
向
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
の
送
付
な
ど
、
Ｊ
Ａ
燃
料
部
門
等
と
連
携

し
て
件
数
拡
大
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
令
和

６
年
11
月
末
時
点
で
登
録
件
数
が
１
5
，

0
0
0
件
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
う
ち
エ
ネ
ポ
ー
タ
ル
は
、
Ｊ
Ａ
が
取

り
扱
う
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・
配
達
燃
料
油
・
Ｊ
Ａ
で

ん
き
の
月
間
使
用
量
や
料
金
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
Ｐ
Ｃ
で
い
つ
で
も
確
認
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
今
後
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
の
告

知
な
ど
Ｊ
Ａ
う
ち
エ
ネ
ポ
ー
タ
ル
の
活
用
を

促
し
、
組
合
員
・
利
用
者
に
お
得
な
情
報
提

供
や
、
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
提
案
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

2�

Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
方
式
が
ス

タ
ー
ト

　
本
年
度
４
月
よ
り
、
新
た
に
Ｊ
Ａ
な
が
の

若
槻
Ｓ
Ｓ
が
Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

方
式
と
し
て
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。
若
槻

Ｓ
Ｓ
は
、
長
野
市
若
槻
地
区
を
中
心
に
広
範

囲
で
灯
油
等
燃
料
油
を
配
送
し
、
中
山
間
地

か
ら
市
街
地
の
幅
広
い
エ
リ
ア
で
組
合
員
へ

の
石
油
類
供
給
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
加
盟
に
併
せ
て
導
入
し
た
配
送
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
、
配
送
の
効
率
化
や
お
得
な

サ
ー
ビ
ス
施
策
を
実
施
し
て
、
地
域
に
必
要

な
燃
料
事
業
推
進
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

3�「
ま
ご
こ
ろ
宅
配
事
業
」
新
た
な
一
歩
へ

　
「
Ｊ
Ａ
ま
ご
こ
ろ
宅
配
」
事
業
が
６
月
よ

り
㈱
長
野
県
Ａ・コ
ー
プ
へ
移
管
さ
れ「
Ａ・

コ
ー
プ
ま
ご
こ
ろ
宅
配
」
と
し
て
再
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
「
Ｊ
Ａ
ま
ご
こ
ろ
宅
配
」
は
生
鮮
品
の
宅

配
と
し
て
昭
和
50
年
代
後
半
よ
り
「
農
協
ま

ご
こ
ろ
食
材
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成

５
年
に
は
利
用
者
が
３
１
，
0
0
0
戸
ま
で

達
し
ま
し
た
が
、
以
降
は
利
用
者
の
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
戸
数
減
少
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
宅
配
事
業
の
収
支
改
善
が
求
め
ら
れ
る
な

か
、
今
後
の
事
業
の
方
向
性
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ

と
協
議
を
重
ね
、“
地
域
・
組
合
員
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
確
保
”
と
い
う
Ｊ
Ａ
の
使
命
の
も

と
、「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
宅
配
事
業
を

継
続
す
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
㈱
長
野
県

Ａ
・
コ
ー
プ
へ
の
事
業
移
管
が
成
さ
れ
ま
し

た
。

　
宅
配
事
業
は
長
い
歴

史
の
中
で
「
農
協
の
給

食
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、

地
域
の
生
鮮
食
品
供
給

事
業
の
一
端
を
担
っ
て

き
ま
し
た
。
事
業
主
体

は
変
わ
り
ま
し
た
が
、

今
後
も
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

の
食
材
宅
配
事
業
と
し

て
組
合
員
お
よ
び
地
域

社
会
に
貢
献
し
て
い
き

ま
す
。

2024年 各部のトップニュース
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Ｊ
Ａ
中
野
市
は
11
月
12
日
㈫
、
名
古
屋
市

中
央
卸
売
市
場
の
セ
ン
ト
ラ
イ
青
果
㈱
に
て
、

き
の
こ
と
果
実
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
開
催

し
ま
し
た
。
市
場
関
係
者
や
仲
卸
等
の
実
需

者
の
皆
様
に
、
最
盛
期
を
迎
え
た
き
の
こ
を

中
心
に
、
リ
ン
ゴ
と
冷
蔵
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
中
野
市
の
望
月
隆
組
合
長
は
「
中
野

市
も
初
冬
を
思
わ
せ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

ふ
じ
は
こ
れ
か
ら
本
番
を
迎
え
る
が
、
気
温

が
下
が
り
美
味
し
く
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
冷
蔵
物
を
し
っ
か

り
準
備
し
て
い
る
の
で
安
心
し
て
注
文
を
お

願
い
し
た
い
。
菌
茸
は
順
調
な
仕
上
が
り
で

十
二
分
な
供
給
体
制
が
で
き
て
い
ま
す
。
今

後
も
中
野
市
の
農
産
物
を
ご
愛
顧
い
た
だ
き

た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

場
内
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
に
3
0
0

セ
ッ
ト
準
備
し
た
き
の
こ
と
リ
ン
ゴ
の
配
布

と
、
え
の
き
た
け
・
ぶ
な
し
め
じ
・
な
め
こ

の
３
種
類
を
使
っ
た
き
の
こ
汁
の
振
る
舞
い

を
行
い
ま
し
た
。「
い
つ
も
よ
り
美
味
し
い
」

「
体
が
温
ま
る
」「
た
く
さ
ん
き
の
こ
が
入
っ

て
い
て
美
味
し
い
」
な
ど
お
褒
め
の
言
葉
を

い
た
だ
き
、
中
に
は
一
人
で
何
杯
も
お
か
わ

り
さ
れ
る
方
も
い
て
、
準
備
し
た
3
0
0
食

分
は
大
好
評
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
は
市
場
関
係
者

の
皆
様
に
大
変
ご
協
力
い
た
だ
き
、
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
全
農

長
野
北
信
事
業
所
は
、
今
後
も
北
信
地
区
の

農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

（左から）JA 中野市 上野部長、
セントライ青果㈱ 小坂社長、JA 中野市 望月組合長

セ
ン
ト
ラ
イ
青
果
で
Ｊ
Ａ
中
野
市
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
開
催

きのこ汁の振る舞いで賑わう場内
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長
野
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
（
事
務
局
／

J
A
全
農
長
野
畜
産
酪
農
課
）
は
11
月
9
日
㈯
、「
第

12
回
令
和
6
年
度
秋
季
長
野
県
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト

シ
ョ
ウ
」
を
小
諸
市
の
小
諸
家
畜
市
場
に
て
開
催
し
ま

し
た
。（
＝
表
紙
右
下
）
こ
の
シ
ョ
ウ
は
、
長
野
県
内

の
代
表
的
な
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
を
展
示
し
、
そ
の
改
良

水
準
を
比
較
検
討
し
、
今
後
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
改

良
と
生
産
者
同
士
の
交
流
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
酪

農
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
春
と
秋
の
年

2
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
長
野
県
内
だ
け
で
な
く
群
馬
県
や
栃
木
県

か
ら
も
出
品
が
あ
り
、
農
家
の
皆
様
が
手
塩
に
か
け
て

育
て
た
43
頭
の
乳
牛
が
集
ま
り
ま
し
た
。
審
査
員
に
は
、

全
国
の
共
進
会
で
審
査
を
行
っ
て
い
る
㈱
野
澤
組
の
高

橋
良
典
氏
を
迎
え
、
出
品
牛
の
体
形
バ
ラ
ン
ス
等
の
審

査
講
評
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、
㈲

K
C
牧
場
（
所
属
／
北
軽
ク
ラ
ブ
・
群
馬
県
）
の

K
C
F 

M
S 

ユ
ニ
ク
ス 

サ
ン
デ
ー 

E
T
、
リ
ザ
ー

ブ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、
㈲
萩
原
牧
場
（
所

属
／
北
軽
ク
ラ
ブ
・
群
馬
県
）
の
ブ
ル
ー
エ
ン
ゼ
ル 

タ
ト
ウ
ー 

ブ
ロ
コ
リ
ン
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
12
部
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ド
マ
ン
の
審
査
で
は
、

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
が
牛
を
引
く
技
術
を
競
い
、

中
学
生
以
下
の
部
で
は
萩
原
大
晴
さ
ん
（
長
野
原
町
立

浅
間
小
学
校
5
年
生
・
群
馬
県
）、
高
校
生
以
上
の
部

で
は
新
海
治
美
さ
ん
（
酪
農
学
園
大
学

附
属
と
わ
の
森
三
愛
高
校
3
年
生
・
北

海
道
）
が
ベ
ス
ト
リ
ー
ド
マ
ン
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

寒
さ
の
続
く
１
日
で
し
た
が
、
県
内

を
中
心
に
多
く
の
出
品
が
あ
り
、
若
き

酪
農
家
の
熱
気
あ
ふ
れ
る
シ
ョ
ウ
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
酪
農
家
の
相
互
交
流
を
深
め
、

乳
牛
の
改
良
・
生
産
の
一
助
と
な
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。

「
第
12
回
令
和
6
年
度
秋
季
長
野
県
ブ
ラ
ッ
ク
＆

ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
」開
催

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
畜
産
酪
農
課
は
11
月
26
日
㈫
、
大
阪
市
食
肉
市
場

㈱
で
第
77
回
長
野
県
畜
産
共
進
会
和
牛
肥
育
の
部
を
開
催
し
ま
し
た
。

県
内
生
産
者
に
よ
り
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
選
り
す
ぐ
り
の
黒
毛

和
種
46
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
物
比
率
（
4
等
級
以
上
比
率
）
1
0
0
・
0
％
（
5
等
級
以
上

比
率
95
・
7
％
）、長
野
県
独
自
の
美
味
し
さ
基
準
を
ク
リ
ア
し
た「
信

州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
」
認
定
率
は
1
0
0
・
0
％
と
な
り
、
特
に

A
5
等
級
の
中
で
も
最
高
位
に
格
付
さ
れ
る
B
M
S
ナ
ン
バ
ー
12
が

25
頭
も
出
品
さ
れ
、
品
質
に
優
れ
た
共
進
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
竹
渕
洋
平
さ
ん

の
出
品
牛
は
、枝
肉
重
量
5
8
7
・
0
㎏
、Ｂ
Ｍ
Ｓ
ナ
ン
バ
ー
12
、ロ
ー

ス
芯
面
積
1
0
9
㎠
で
あ
り
、
歩
留
ま
り
も
良
い
優
れ
た
成
績
と
な

り
ま
し
た
。（
＝
表
紙
左
下
）

　

畜
産
酪
農
課
は
、
今
後
も
長
野
県
の
肉
牛
事
業
発
展
の
た
め
、
枝

肉
共
進
会
・

研
修
会
等
を

開
催
し
、
生

産
者
の
技
術

向
上
を
図
る

と
共
に
販
路

拡
大
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

共進会平均成績
種性別 平均枝肉重量 平均単価

和牛去勢 571.9㎏ 2,631 円

和牛雌 492.8㎏ 2,462 円

第
77
回
長
野
県
畜
産
共
進
会

（
和
牛
肥
育
の
部
）

～
最
優
秀
賞
に
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
竹
渕
洋
平
さ
ん
～

最優秀賞に選ばれた竹渕さんの枝肉

グランドチャンピオンに選ばれた㈲ＫＣ牧場の
KCF MS ユニクス サンデー ET

ジュニアリードマンの審査
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長
野
県
牛
乳
普
及
協
会
は
11
月
16
日
㈯
、
J
A
長
野
県
ビ
ル
で
、「
第
39
回
く
ら
し
と
牛
乳
、
牛

さ
ん
あ
り
が
と
う
絵
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
を
開
催
し
、
金
賞
10
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。
応
募

総
数
8
2
5
点
の
中
か
ら
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
金
賞
10
名
・
銀
賞
10
名
・
銅
賞
10
名
・
佳
作
5

名
を
選
考
し
ま
し
た
。
金
賞
の
部
の
長
野
県
知
事
賞
に
は
、
坂
の
上
小
学
校
の
土
屋
陽
奏
さ
ん
、
川

中
島
小
学
校
の
北
澤
千
弥
さ
ん
、あ
さ
ま
幼
稚
園
の
鈴
木
雪
斗
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。（
＝
表
紙
上
、

右
か
ら
）

　

入
賞
さ
れ
た
皆
様
の
絵
は
、
乳
牛
を
よ
く
観
察
し
て
細
部
ま
で
丁
寧
に
描
か
れ
た
作
品
や
、
手
法

や
技
法
を
凝
ら
し
た
作
品
な
ど
、
力
作
ぞ
ろ
い
で
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
園
児
・
児
童
の
牛
乳
利
用
普
及
拡
大
お
よ
び
酪
農
理
解
醸
成
を

目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
後
援
を

い
た
だ
い
た
関
係
団
体
と
と
も
に
、

「
安
心
・
安
全
の
信
州
産
牛
乳
」
の

消
費
拡
大
に
今
後
も
努
め
て
参
り

ま
す
。

「
第
39
回
く
ら
し
と
牛
乳
、牛
さ
ん
あ
り
が
と
う

絵
の
コ
ン
ク
ー
ル
」表
彰
式
を
開
催

「第３９回くらしと牛乳、牛さんありがとう絵のコンクール」金賞受賞者   （敬称略）

入賞 学校・園名 学年・年齢 氏名

長野
県知事賞

坂の上小学校（小諸市） ５年生 土屋　陽奏

川中島小学校（長野市） 6 年生 北澤　千弥

あさま幼稚園（佐久市） 年長・５歳 鈴木　雪斗

長野県
教育

委員会賞

昭和小学校（長野市） ５年生 寺田　杏

ひかり園（長野市） 年中・５歳 門田　彩芭

あそびの森あきわ（上田市） 年中・５歳 大久保　羽純

Ｊミルク
会長賞

真島小学校（長野市） ５年生 栗田　いろ葉

富士見小学校（富士見町） ５年生 武井　大河

長野県
牛乳普及
協会長賞

神科小学校（上田市） ４年生 寺田　裕真

ひかり園（長野市） 年中・５歳 石田　陽茉梨

前列左から 大久保 羽純さん、門田 彩芭さん、寺田 杏さん、鈴木 雪斗さん、北澤 千弥さん、
石田 陽茉梨さん、武井 大河さん、栗田 いろ葉さん、寺田 裕真さん

　

長
野
県
牛
乳
普
及
協
会
は
10
月
25
日
㈮
、
J
A
長
野
県
ビ
ル
で
「
第
42
回 

牛
乳
・

乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
書
類
審
査
会
を
開
催
し
、
応
募
総
数
2
1
9
点

の
中
か
ら
入
賞
者
9
名
を
選
考
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
一
般
消
費
者
、
学

生
を
対
象
に
日
常
の
食
生
活
の
中
に
牛
乳
お
よ
び
乳
製
品
を
よ
り
活
用
し
て
も
ら
う

動
機
付
け
と
定
着
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
特
に
高
等
学
校
か
ら
の
応
募
が
多
数
あ
り
、
牛
乳
や
チ
ー
ズ
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
な
ど
の
乳
製
品
を
活
用
し
た
多
彩
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
厳
正
な

る
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
（
長
野
県
知
事
賞
）
に
は
、
上
田
千
曲
高
等
学
校
の
小

林
福
志
さ
ん
に
よ
る
「
夏
野
菜
冷
や
汁
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
味
噌
と
す
り
ご
ま
を

水
で
伸
ば
し
た
汁
に
牛
乳
を
た
っ
ぷ
り
加
え
、

さ
ば
の
水
煮
缶
と
豆
腐
、
夏
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん

に
入
れ
た
、
簡
単
に
作
れ
て
彩
り
も
美
し
く
お

い
し
く
仕
上
げ
た
冷
や
汁
で
す
。

　

入
賞
者
の
レ
シ
ピ
は
牛
乳
・
乳
製
品
を
メ
イ

ン
に
活
用
し
た
デ
ザ
ー
ト
や
、
主
食
・
副
菜
な

ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
料
理
が
多
く
み
ら
れ

ま
し
た
。

　

入
賞
し
た
料
理
に
つ
い
て
は
レ
シ
ピ
の
記
載

内
容
等
を
確
認
し
た
の
ち
、
J
A
全
農
長
野

H
P
に
掲
載
し
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
と
お
し
て
、
牛
乳
・
乳
製

品
の
普
及
に
努
め
、
後
援
を
い
た
だ
い
た
関
係

団
体
と
と
も
に
、「
安
全
・
安
心
の
信
州
産
牛
乳
」

の
消
費
拡
大
に
今
後
も
努
め
て
参
り
ま
す
。

「
第
42
回 

牛
乳・乳
製
品
利
用
料

理
コ
ン
ク
ー
ル
」開
催

入賞作品は全農長
野のホームページま
たはこちらからご覧
いただけます。

第 42 回 牛乳・乳製品利用料理コンクール入賞者� （敬称略）
褒章 氏名 職業・学校名 料理名

最優秀賞 長野県知事賞 小林　福志 上田千曲高等学校 夏野菜冷や汁

優秀賞 長野県
乳業協会長賞 中川　智恵子 主婦 有り合わせのケークサレ

優良賞

全農長野県
本部長賞

現役高校生
（3名グループ） 蘇南高等学校 知らないなんてもったいない！

木曽（陸）のからすみ！
笹岡　蒼心 飯山高等学校 new（乳）にらせんべい

長野県
牛乳普及
協会長賞

鈴木　夏渚 松本第一高等学校 パックプリン

久保田　美優 下伊那
農業高等学校

たっぷりミルクの
チーズお好み焼き

佐野　未優菜 上田千曲高等学校 夏野菜のマッシュポテトバーガー
横井　美優 長野県立大学 サバたけのこグラタン

下高井農林高等学校
食品製造部

下高井 
農林高等学校 のり・海苔？ミルクプリン
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。旧

年
中
は
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
、誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。お
か
げ
さ
ま
で
本
誌
も

こ
こ
に
、2
0
2
5 

v
o
l
．5
4
8 

1
月
号

を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。年
末
年
始

休
暇
は
12
月
28
日
㈯
～
1
月
5
日
㈰
と
最
大

9
日
間
と
な
り
、お
正
月
に
本
誌
を
ご
覧
い
た

だ
い
て
い
る
読
者
も
多
い
か
と
存
じ
ま
す
。

　

長
野
県
に
は
、お
年
取
り
と
い
う
風
習
が
多

く
の
家
庭
に
残
っ
て
お
り
、大
晦
日
に
1
年
の

中
で
最
も
豪
華
な
食
事
を
用
意
し
、年
取
り
魚

は
も
と
よ
り
、お
節
も
大
晦
日
か
ら
食
べ
は
じ

め
ま
す
。日
本
の
多
く
の
地
域
で
は
、お
正
月
元

旦
に
お
節
料
理
を
囲
み
、豪
華
な
食
事
を
食
べ

る
こ
と
が
一
般
的
で
す
か
ら
、長
野
な
ら
で
は
の

風
習
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

昔
は
我
が
家
も
家
族
３
世
代
で
一
緒
に
迎
え

る
お
年
取
り
は
一
大
行
事
で
し
た
。30
年
以
上
前

で
す
が
、私
が
学
生
で
上
京
し
て
い
た
頃
、大
晦

日
に
コ
ン
ビ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
深
夜
ア
ル
バ
イ

ト
に
勤
し
ん
で
お
り
帰
省
し
な
か
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。バ
イ
ト
が
終
わ
っ
た
元
旦
の
朝
、

店
を
出
る
と
目
の
前
に
松
本
ナ
ン
バ
ー
の
車
が

鎮
座
し
鬼
の
形
相
の
親
父
が
待
ち
受
け
て
い
ま

し
た
。当
時
は「
初
日
の
出
暴
走
」が
社
会
問
題

化
し
て
お
り
、大
晦
日
の
中
央
自
動
車
道
を
上

京
す
る
の
は
と
て
も
大
変
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
中

を
、親
父
は
一
晩
中
車
を
飛
ば
し
迎
え
に
き
た
の

で
し
た
。正
月
か
ら
説
教
か
と
辟
易
と
し
ま
し

た
が
、「
お
年
取
り
ぐ
ら
い
顔
を
見
せ
な
き
ゃ
だ

め
だ
ろ
う
、み
ん
な
心
配
し
る
ぞ
」
と
言
わ
れ

涙
し
た
こ
と
は
思
い
出
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
や
多
様
化
の
時
代
と
な
り
、お
年

取
り
も
や
り
方
そ
の
形
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、新
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、家
族
揃
っ
て
一
年
の
弥
栄
を
祈
る
。そ
ん

な
お
正
月
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
I
）

令和６年度11月末部門別実績表

JA全農長野の事業現況▶
（単位：百万円、％）

編 

集 

後 

記

区分部門 実　績 計画比 前年比

生 産 振 興 課 4 0 0

野 菜 種 苗 セ ン タ ー 124 101 109 

生 産 振 興 部 計 128 104 112 

米 穀 13,324 114 123 

果 実 花 き 44,553 108 110 

野 菜 き の こ 65,331 96 103 

営 業 12,026 92 104 

生 産 販 売 部 計 135,233 101 107 

包 装 資 材 6,600 100 103 

生 産 資 材 6,203 101 107 

農 業 機 械 4,509 101 107 

施 設 住 宅 3,691 115 62 

生 産 購 買 部 計 21,003 103 94 

畜 産 酪 農 21,526 105 100 

三 岳 牧 場 201 77 107 

SPF 繁 殖 セ ン タ ー 178 84 96 

八 ヶ 岳 牧 場 213 100 117 

畜 産 酪 農 部 計 22,118 104 101 

燃料・ホームエネルギー 16,845 98 100 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 5,184 107 101 

生 活 5,196 99 85 

生 活 部 計 27,225 100 97 

長 野 県 本 部 計 205,700 101 103 

（内部販売高含む）

1月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容

（予定）

1月29日（水）
11:50

SBC
ラジオ

坂ちゃんのずくだせえぶりでぃ内
「暮らしの応援団」

燃料・ホーム
エネルギー課

グリーンレーダー
WEB版はこちら

グリーンレーダー
X（旧ツイッター）はこちら

生産振興部からの
お知らせ
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写真はイメージです。

第54回

長野県内で生産されている切花や花木などを一堂に集めて展示し、
品評会を開催し、審査後に一般公開をします。

場所：JA南信会館 3階会議室
（伊那市狐島4381）

令和7年1月23日（木）15：00～18：00
1月24日（金）9：00～13：00

切花や花木類の展示・予約販売※

フラワーアレンジメントや花束の即売
資材等の展示 などを予定　

内　容

問合せ先：ＪＡ全農長野 果実花き課
　　　　　　　（担当：滝澤）

TEL 026-236-2222

※予約販売　展示品は一般公開中に予約販売し、
　　　　　　1/24（金）13：00～14：00に引き渡します。

入場無料

信州フラワーショー
ウィンターセレクション

主催   ＪＡ全農長野花き専門委員会・全国農業協同組合連合会長野県本部
後援   長野県、伊那市、長野県農業協同組合中央会

入舟

荒井

伊那小
●

伊那北駅

伊那市駅

JR飯
田線

●ハローワーク
●伊那東小

●伊那警察署

●伊那公園
●伊那野球場

JA上伊那●

天竜
川

●
伊那弥生ヶ丘高

伊那北高
●

至伊那I.C

西町

中央区

会場案内図

JA南信会館

JA 全農長野ホームページ� https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」� https://www.ja-town.com
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